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波長700nm から 1200nm の近赤外線は生体組織での透過性が良く，この波長域に吸光のあるヘモグロ
ビン，ミオグロビン，シトクロームオキシダーゼの吸光度は酸素化の程度に応じて変化することが知ら
れている。著者らはこれらの事実から，生体組織の血液分布や酸素化度などの生体機能情報の画像化が




医療用 X 線 CT 装置を改造して近赤外線 CT 装置 (NIRCT-1000) を製作した。光源には 3 つの異な





して画像の再構成を行なった。 10分間で360度回転して60ポイントのデータを収集し， 2 分間で画像を
再構成した。吸光度では9.50D 以下の，直径では10cm以下の物体までが測定可能であった。 300-400g








(2) 頭部 CT 像の虚血に伴う変化
全ての頭部 CT 像の撮影は両側の眼と外耳道の中心を通るスライスで行なった。 Pulsinelli の方法
に従い，あらかじめ電気凝固を施行して両側の椎骨動脈を閉塞しておいたラットの頭部を前撮影した
後，両側総頚動脈を結紫して頭部を虚血状態として撮影した。さらに全身の血液を FC-43 と交換し




られる O 血液を FC-43 と交換した後の CT 像では循環が維持されている部位の血液は FC-43 と置
換されるが，虚血部位の血液は置換されずに残存するため，虚血部位のみが輝度の高い領域として描
出された。同じデータを使って805nm の吸光度だけで再構成した CT 像では，エッジ強調が強く内部
構造が不明な像しか得られず，頭部虚血に伴う画像の変化も捉えることができなかった。
(3) ヘモグロビンによる吸光を減少させた頭部での CT 像の変化
牌描したラットの全身の血液を FC-43 と交換し流血中のヘモグロビンの濃度を無視できるレベ
ルまでに下げて頭部の撮影を行なった後，インスリン (40U/kg) を静注し，その50分後に吸入気中
の酸素濃度を100 %から30%までに減じて撮影を行なった。血液置換終了後のラット頭部 CT 像では
血球による吸光と散乱が減少するため，対照と比較して，全体の輝度は低下し，脳と筋肉，またそれ
らの間にある輝度の低い骨がより明瞭に描出された。低血糖低酸素状態になったラットのデータから
血液置換終了直後のデータを差し引き， 805nm と 830nm の吸光度差で再構成した頭部CT像から，
脳における還元型シトクロームオキシダーゼを表現できることを明らかにした。
(総括)













本論文は，初めて近赤外線 CT 装置で生体機能を画像化し，近赤外線 CT 装置の開発および研究につ
いての重要な新しい知見を与えたものであり，博士(医学)論文に値するものと考えるO
